
平成四年通商産業省令第八十号

計量単位規則

計量法（平成四年法律第五十一号）第六条、第七条、第九条第一項及び附則第七条並びに計量単位令（平成四年政令第三百五十七号）第

七条第二号及び第三号、第十条並びに第十二条第一号の規定に基づき、計量単位規則を次のように定める。

（繊度、比重その他の物象の状態の量の計量単位）

第一条　計量法（平成四年法律第五十一号。以下「法」という。）第六条の経済産業省令で定める計量単位及びその定義は、別表第一のと

おりとする。

（記号）

第二条　法第七条の経済産業省令で定める計量単位の記号は、次のとおりとする。

一　法第三条及び第四条に規定する計量単位にあっては別表第二に掲げるもの

二　法第五条第一項に規定する計量単位にあっては次に掲げるもの

イ　計量単位令（平成四年政令第三百五十七号。以下「令」という。）第四条第一号に規定する計量単位にあっては前号に規定する計

量単位の記号の直前に別表第三に掲げる記号（以下「接頭語の記号」という。）を付したもの

ロ　令第四条第二号に規定する計量単位にあっては令別表第五の第二欄に掲げる計量単位の記号中の同表の第三欄に掲げる語の記号の

直前に接頭語の記号を付したもの

ハ　令第四条第三号に規定する計量単位にあってはロに規定する計量単位の記号の直前に接頭語の記号を付したもの

三　法第五条第二項の規定に基づき令第五条に規定する計量単位にあっては別表第四に掲げるもの

四　法第六条の規定に基づき第一条に規定する計量単位にあっては別表第五に掲げるもの

２　法附則第七条の経済産業省令で定める計量単位の記号は、次のとおりとする。

一　法附則第五条第一項の規定に基づき令第八条に規定する計量単位にあっては別表第六に掲げるもの

二　法附則第六条第一項に規定する計量単位にあっては別表第七に掲げるもの

（特殊の計量に使用する計量器）

第三条　法第九条第一項の経済産業省令で定める特殊の計量に使用する計量器は、法第五条第二項で定める計量単位それぞれについて令第

五条に定める特殊の計量以外の計量に使用されないことが当該特殊の計量に使用される旨の表示その他の当該計量器の外観から明らかな

ものとする。

（光度）

第四条　令別表第一第七号の経済産業省令で定める光度は、その光源の放射する光を構成する波長毎に別表第八に掲げる分光視感効率を用

いて次に掲げる方法により算出する。

一　光源の放射する光のスペクトルが連続スペクトルであるものにあっては、左に掲げる式によるもの

Ｉは、定めようとする光度を表す値

Ｋｍは、最大分光視感効果度

Ｖ（λ）は、波長 λ の分光視感効率

λ １は積分範囲の下限の波長で三百六十ナノメートル

λ ２は積分範囲の上限の波長で八百三十ナノメートル

Ｉｅ（λ）は、その光度を定めようとする光源の光度を定めようとする方向における波長 λ における分光放射強度の値

二　光源の放射する光のスペクトルが輝線スペクトルであるものにあっては、左に掲げる式によるもの

Ｉ、Ｋｍ及びＶ（λ）は、前号の場合と同じ

Ｉｅ，λ は、その光度を定めようとする光源の光度を定めようとする方向における波長 λ の輝線スペクトルの放射強度の値

λ は、波長三百六十ナノメートルから八百三十ナノメートルまでの範囲の波長

（線質係数）

第五条　令別表第一第六十四号の経済産業省令で定める係数は、別表第九に掲げる線質係数とその他の因子の積とする。

２　前項に規定するその他の因子は、一とする。

（音圧レベルにおける聴感補正）

第六条　令別表第二第六号の音圧実効値に経済産業省令で定める聴感補正を行って得られる値は、その音を構成する周波数毎に別表第十に

掲げる補正値を用いて次に掲げる式により算出する。

Ｐは、音圧実効値に聴感補正を行って得られる値

Ｐｎは、周波数がｎヘルツである成分の音圧実効値

ａｎは、周波数ｎヘルツにおける補正値
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（振動加速度レベルにおける感覚補正）

第七条　令別表第二第七号の振動加速度実効値に経済産業省令で定める感覚補正を行って得られる値は、その振動を構成する鉛直振動の周

波数毎に別表第十一に掲げる補正値を用いて次に掲げる式により算出する。

Ａは、振動加速度実効値に感覚補正を行って得られる値

Ａｎは、周波数がｎヘルツである成分の鉛直振動の振動加速度実効値

ａｎは、周波数ｎヘルツにおける補正値

（非法定計量単位による目盛等を付した計量器）

第八条　令第七条第二号の経済産業省令で定めるものは、次の各号に掲げる計量器であって、別表第十二の中欄又は下欄に掲げる表示を付

したもののうち法定計量単位により計量することが著しく困難なものに用いるものとして、経済産業大臣の承認を受けたものとする。

一　輸出すべき機械又は装置を製造する者が当該機械又は装置の購入者の指示により行う設計図面の製作又は補修に用いるもの

二　国、地方公共団体又はこれらに準ずる者が輸出する貨物について当該貨物の仕向地の法令又は確立された国際的基準に従って行う検

査に用いるもの

三　輸出する貨物について当該貨物の購入者又はその指定する者が購入に際してする検査に用いるもの（前号に掲げるものを除く。）

四　港湾運送事業法（昭和二十六年法律第百六十一号）第三条第八号の検量事業を営む者が輸出する貨物の船積又は輸入する貨物の陸揚

げを行うに際してするその貨物の容積又は質量の検査に用いるもの（前二号に掲げるものを除く。）

第九条　令第七条第三号の経済産業省令で定めるものは、次の各号に掲げる計量器とする。

一　令第七条第一号及び第二号の計量器を使用する者又は製造し若しくは修理する者が用いる計量器であって経済産業大臣の承認を受け

たもの

二　都道府県知事の用いる計量器であって経済産業大臣に届け出たもの

（輸入された商品）

第十条　令第十条の経済産業省令で定める商品は、次のとおりとする。

一　半導体製造装置及びその部品

二　植物油脂及び加工油脂

三　とうもろこし

四　豆類及びその調製品

五　調製穀粉

六　野菜及びその加工品

七　果実及びその加工品

八　生鮮肉類及び肉製品

九　魚類、えび類及びかに類並びにこれらの加工品

十　茶、コーヒー及びココアの調製品

十一　香辛料

十二　めん・パン類

十三　菓子類

十四　酪農製品

十五　加工卵製品

十六　ソース

十七　調味料関連製品

十八　アルコールを含まない飲料

十九　食料品のかん詰及びびん詰（他の号に掲げるものを除く。）

二十　化粧品（第二十三号に掲げるものを除く。）

二十一　歯磨き

二十二　化粧石けん

二十三　医薬部外品であって次に掲げるもの

イ　口中清涼剤

ロ　腋臭防止剤

ハ　てんか粉類

ニ　育毛剤

ホ　除毛剤

ヘ　染毛剤

ト　薬用石けん

チ　薬用化粧品

リ　薬用歯磨き類

二十四　ズボン（ジーンズパンツに限る。）

二十五　哺乳用具

（ヤードポンド法による目盛を付した計量器）

第十一条　令第十二条第一号の経済産業省令で定めるものは、次の各号に掲げる計量器とする。

一　令第十二条第一号イに掲げるものにあっては、経済産業大臣の承認を受けたもの（ただし、自衛隊が用いるものにあっては経済産業

大臣に届け出たもの）

二　令第十二条第一号ロに掲げるものにあっては、自衛隊が武器の一部として用いるもの（そのものが法第二条第四項の特定計量器（以

下「特定計量器」という。）である場合にあっては経済産業大臣に届け出たものに限る。）
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三　令第十二条第一号ハに掲げるものにあっては、国、地方公共団体、独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第二条第一項に

規定する独立行政法人（以下この号において「独立行政法人」という。）又は製造事業者が検査に用いるもの（地方公共団体又は独立

行政法人が用いるものにあっては経済産業大臣に届け出たものに、製造事業者が用いるものにあっては経済産業大臣の承認を受けたも

のに限る。）

２　前項第一号及び第二号に掲げる計量器が特定計量器である場合にあっては、別表第十三の中欄又は下欄に掲げる表示を付したものでな

ければならない。

附　則

１　この省令は、法の施行の日（平成五年十一月一日）から施行する。ただし、第二条（別表第四の血圧の計量の項及び人若しくは動物が

摂取する物の熱量又は人若しくは動物が代謝により消費する熱量の計量の項の部分に限る。）の規定は、平成十一年十月一日から施行す

る。

２　計量単位規則（昭和二十九年通商産業省令第四十五号）及び計量法施行法第三条、第六条及び第九条第三項の計量等を定める政令第一

条第八号および第三条の四の計量をするための器具、機械または装置等を定める省令（昭和三十八年通商産業省令第百五十号。）は、廃

止する。

３　平成九年九月三十日までは、別表第四中「生体内の圧力の計量」とあるのは、「生体内の圧力の計量及び真空工学における圧力の計量」

とするものとする。

附　則　（平成一二年一〇月一三日通商産業省令第二三〇号）

この省令は、平成十三年一月六日から施行する。

附　則　（平成一三年三月二二日経済産業省令第三四号）

この省令は、平成十三年四月一日から施行する。

附　則　（平成一三年九月五日経済産業省令第一八九号）

この省令は、計量法の一部を改正する法律の施行の日（平成十四年四月一日）から施行する。

附　則　（平成二五年九月二六日経済産業省令第五〇号）

この省令は、計量単位令の一部を改正する政令の施行の日（平成二十五年十月一日）から施行する。

附　則　（令和六年六月七日経済産業省令第三六号）

この省令は、公布の日から施行する。

別表第一（第一条関係）

　 物象の状態の

量

計量単位 定義

一 繊度 キログラム毎メートル 一メートルにつき一キログラムである繊度

デニール キログラム毎メートルの九百万分の一

テクス キログラム毎メートルの百万分の一

二 比重 （計量単位を付さない） 物質の質量とその物質の十万千三百二十五パスカルの圧力の下において同一の体積

を有する水の質量に対する比

（前段の水の温度は温度を指定したときはその指定の温度、温度を指定しないとき

は四セルシウス度とする。）

重ボーメ度 一から物質の質量のその物質と十万千三百二十五パスカルの圧力、四セルシウス度

の温度の下において同一の体積を有する水の質量に対する比の値の逆数を減じた値

の百四十四・三倍

日本酒度 物質の質量のその物質と十万千三百二十五パスカルの圧力、四セルシウス度の温度

の下において同一の体積を有する水の質量に対する比の値の逆数から一を減じた値

の千四百四十三倍

三 引張強さ パスカル又はニュートン毎平

方メートル

一平方メートルの初期断面につき一ニュートンの引張強さ

四 圧縮強さ パスカル又はニュートン毎平

方メートル

一平方メートルの初期断面につき一ニュートンの圧縮強さ

五 粒度 メートル ある物質が通過することができる最小の方形網目又は円形網目の一辺の長さ又は直

径が一メートルであるときの粒度

六 力率 （計量単位を付さない） 電力の電力の二乗と無効電力の二乗との和の平方根に対する比

七 屈折度 毎メートル又はディオプト

リー

焦点距離が一メートルである屈折度

八 湿度 湿度百分率 空気中の水蒸気の分圧のその空気と同一の温度の飽和水蒸気の圧力に対する比の百

倍が一である湿度

セルシウス度又は度 空気中の水蒸気が結露する温度をセルシウス度又は度で表した湿度

九 粒子フルエン

ス

毎平方メートル 粒子が一平方メートルの大円の断面を有する球形の空間につき一個の割合で入射す

るときの粒子フルエンス

十 粒子フルエン

ス率

毎平方メートル毎秒 一秒間に一毎平方メートルの粒子フルエンス率

毎平方メートル毎分 一分間に一毎平方メートルの粒子フルエンス率

十一 エネルギーフ

ルエンス

ジュール毎平方メートル又は

ワット秒毎平方メートル

一平方メートルの大円の断面を有する球形の空間につき、入射するすべての電離放

射線のエネルギーの和が一ジュールの仕事に相当するときのエネルギーフルエンス

十二 エネルギーフ

ルエンス率

ジュール毎平方メートル毎秒

又はワット毎平方メートル

一秒間に一ジュール毎平方メートルのエネルギーフルエンス率

十三 放射能面密度 ベクレル毎平方メートル 一平方メートルにつき一ベクレルの放射能面密度

キュリー毎平方メートル 一平方メートルにつき一キュリーの放射能面密度

十四 放射能濃度 ベクレル毎立方メートル 一立方メートルにつき一ベクレルの放射能濃度

ベクレル毎キログラム 一キログラムにつき一ベクレルの放射能濃度
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ベクレル毎グラム 一グラムにつき一ベクレルの放射能濃度

ベクレル毎リットル 一リットルにつき一ベクレルの放射能濃度

キュリー毎立方メートル 一立方メートルにつき一キュリーの放射能濃度

キュリー毎キログラム 一キログラムにつき一キュリーの放射能濃度

キュリー毎グラム 一グラムにつき一キュリーの放射能濃度

キュリー毎リットル 一リットルにつき一キュリーの放射能濃度

別表第２（第２条関係）

物象の状態の量 計量単位 記号

長さ メートル ｍ

質量 キログラム ｋｇ

グラム ｇ

トン ｔ

時間 秒 ｓ

分 ｍｉｎ

時 ｈ

電流 アンペア Ａ

温度 ケルビン Ｋ

セルシウス度又は度 ℃

物質量 モル ｍｏｌ

光度 カンデラ ｃｄ

角度 ラジアン ｒａｄ

度 °

秒 ″

分 ′

立体角 ステラジアン ｓｒ

面積 平方メートル ｍ２

体積 立方メートル ｍ３

リットル ｌ又はＬ

角速度 ラジアン毎秒 ｒａｄ／ｓ

角加速度 ラジアン毎秒毎秒 ｒａｄ／ｓ２

速さ メートル毎秒 ｍ／ｓ

メートル毎時 ｍ／ｈ

加速度 メートル毎秒毎秒 ｍ／ｓ２

周波数 ヘルツ Ｈｚ

回転速度 毎秒 ｓ－１

毎分 ｍｉｎ－１

毎時 ｈ－１

波数 毎メートル ｍ－１

密度 キログラム毎立方メートル ｋｇ／ｍ３

グラム毎立方メートル ｇ／ｍ３

グラム毎リットル ｇ／ｌ又はｇ／Ｌ

力 ニュートン Ｎ

力のモーメント ニュートンメートル Ｎ・ｍ

圧力 パスカル Ｐａ

ニュートン毎平方メートル Ｎ／ｍ２

バール ｂａｒ

応力 パスカル Ｐａ

ニュートン毎平方メートル Ｎ／ｍ２

粘度 パスカル秒 Ｐａ・ｓ

ニュートン秒毎平方メートル Ｎ・ｓ／ｍ２

動粘度 平方メートル毎秒 ｍ２／ｓ

仕事 ジュール Ｊ

ワット秒 Ｗ・ｓ

ワット時 Ｗ・ｈ

工率 ワット Ｗ

質量流量 キログラム毎秒 ｋｇ／ｓ

キログラム毎分 ｋｇ／ｍｉｎ

キログラム毎時 ｋｇ／ｈ

グラム毎秒 ｇ／ｓ

グラム毎分 ｇ／ｍｉｎ

グラム毎時 ｇ／ｈ
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トン毎秒 ｔ／ｓ

トン毎分 ｔ／ｍｉｎ

トン毎時 ｔ／ｈ

流量 立方メートル毎秒 ｍ３／ｓ

立方メートル毎分 ｍ３／ｍｉｎ

立方メートル毎時 ｍ３／ｈ

リットル毎秒 ｌ／ｓ又はＬ／ｓ

リットル毎分 ｌ／ｍｉｎ又はＬ／ｍｉｎ

リットル毎時 ｌ／ｈ又はＬ／ｈ

熱量 ジュール Ｊ

ワット秒 Ｗ・ｓ

ワット時 Ｗ・ｈ

熱伝導率 ワット毎メートル毎ケルビン Ｗ／（ｍ・Ｋ）

ワット毎メートル毎度 Ｗ／（ｍ・℃）

比熱容量 ジュール毎キログラム毎ケルビン Ｊ／（ｋｇ・Ｋ）

ジュール毎キログラム毎度 Ｊ／（ｋｇ・℃）

エントロピー ジュール毎ケルビン Ｊ／Ｋ

電気量 クーロン Ｃ

電界の強さ ボルト毎メートル Ｖ／ｍ

電圧 ボルト Ｖ

起電力 ボルト Ｖ

静電容量 ファラド Ｆ

磁界の強さ アンペア毎メートル Ａ／ｍ

起磁力 アンペア Ａ

磁束密度 テスラ Ｔ

ウェーバ毎平方メートル Ｗｂ／ｍ２

磁束 ウェーバ Ｗｂ

インダクタンス ヘンリー Ｈ

電気抵抗 オーム Ω

電気のコンダクタンス ジーメンス Ｓ

インピーダンス オーム Ω

電力 ワット Ｗ

電力量 ジュール Ｊ

ワット秒 Ｗｓ

ワット時 Ｗｈ

電磁波の電力密度 ワット毎平方メートル Ｗ／ｍ２

放射強度 ワット毎ステラジアン Ｗ／ｓｒ

光束 ルーメン ｌｍ

輝度 カンデラ毎平方メートル ｃｄ／ｍ２

照度 ルクス ｌｘ

音響パワー ワット Ｗ

濃度 モル毎立方メートル ｍｏｌ／ｍ３

モル毎リットル ｍｏｌ／ｌ又はｍｏｌ／Ｌ

キログラム毎立方メートル ｋｇ／ｍ３

グラム毎立方メートル ｇ／ｍ３

グラム毎リットル ｇ／ｌ又はｇ／Ｌ

中性子放出率 毎秒 ｓ－１

毎分 ｍｉｎ－１

放射能 ベクレル Ｂｑ

キュリー Ｃｉ

吸収線量 グレイ Ｇｙ

ラド ｒａｄ

吸収線量率 グレイ毎秒 Ｇｙ／ｓ

グレイ毎分 Ｇｙ／ｍｉｎ

グレイ毎時 Ｇｙ／ｈ

ラド毎秒 ｒａｄ／ｓ

ラド毎分 ｒａｄ／ｍｉｎ

ラド毎時 ｒａｄ／ｈ

カーマ グレイ Ｇｙ

カーマ率 グレイ毎秒 Ｇｙ／ｓ

グレイ毎分 Ｇｙ／ｍｉｎ

グレイ毎時 Ｇｙ／ｈ
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照射線量 クーロン毎キログラム Ｃ／ｋｇ

レントゲン Ｒ

照射線量率 クーロン毎キログラム毎秒 Ｃ／（ｋｇ・ｓ）

クーロン毎キログラム毎分 Ｃ／（ｋｇ・ｍｉｎ）

クーロン毎キログラム毎時 Ｃ／（ｋｇ・ｈ）

レントゲン毎秒 Ｒ／ｓ

レントゲン毎分 Ｒ／ｍｉｎ

レントゲン毎時 Ｒ／ｈ

線量当量 シーベルト Ｓｖ

レム ｒｅｍ

線量当量率 シーベルト毎秒 Ｓｖ／ｓ

シーベルト毎分 Ｓｖ／ｍｉｎ

シーベルト毎時 Ｓｖ／ｈ

レム毎秒 ｒｅｍ／ｓ

レム毎分 ｒｅｍ／ｍｉｎ

レム毎時 ｒｅｍ／ｈ

無効電力 バール ｖａｒ

皮相電力 ボルトアンペア ＶＡ

無効電力量 バール秒 ｖａｒｓ

バール時 ｖａｒｈ

皮相電力量 ボルトアンペア秒 ＶＡｓ

ボルトアンペア時 ＶＡｈ

電磁波の減衰量 デシベル ｄＢ

音圧レベル デシベル ｄＢ

振動加速度レベル デシベル ｄＢ

回転速度 回毎分 ｒ／ｍｉｎ又はｒｐｍ

回毎時 ｒ／ｈ又はｒｐｈ

圧力 気圧 ａｔｍ

粘度 ポアズ Ｐ

動粘度 ストークス Ｓｔ

濃度 質量百分率 ％

質量千分率 ‰

質量百万分率 ｐｐｍ

質量十億分率 ｐｐｂ

質量一兆分率 ｐｐｔ

質量千兆分率 ｐｐｑ

体積百分率 ｖｏｌ％又は％

体積千分率 ｖｏｌ‰又は‰

体積百万分率 ｖｏｌ　ｐｐｍ又はｐｐｍ

体積十億分率 ｖｏｌ　ｐｐｂ又はｐｐｂ

体積一兆分率 ｖｏｌ　ｐｐｔ又はｐｐｔ

体積千兆分率 ｖｏｌ　ｐｐｑ又はｐｐｑ

ピーエッチ ｐＨ

別表第３（第２条関係）

接頭語 記号

クエタ Ｑ

ロナ Ｒ

ヨタ Ｙ

ゼタ Ｚ

エクサ Ｅ

ペタ Ｐ

テラ Ｔ

ギガ Ｇ

メガ Ｍ

キロ ｋ

ヘクト ｈ

デカ ｄａ

デシ ｄ

センチ ｃ

ミリ ｍ

マイクロ μ

ナノ ｎ

ピコ ｐ
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フェムト ｆ

アト ａ

ゼプト ｚ

ヨクト ｙ

ロント ｒ

クエクト ｑ

別表第４（第２条関係）

特殊の計量 計量単位 記号

海面又は空中における長さの計量 海里 Ｍ又はｎｍ

電磁波の波長、膜厚又は物体の表面の粗さ若しくは結晶格子に係る長さの計量 オングストローム Å

宝石の質量の計量 カラット ｃｔ

真珠の質量の計量 もんめ ｍｏｍ

金貨の質量の計量 トロイオンス ｏｚ

航海又は航空に係る角度の計量 点 ｐｔ

土地の面積の計量 アール ａ

ヘクタール ｈａ

船舶の体積の計量 トン Ｔ

航海又は航空に係る速さの計量 ノット ｋｔ

重力加速度又は地震に係る振動加速度の計量 ガル Ｇａｌ

ミリガル ｍＧａｌ

生体内の圧力の計量 水銀柱メートル ｍＨｇ

水銀柱センチメートル ｃｍＨｇ

水銀柱ミリメートル ｍｍＨｇ

水柱メートル ｍＨ２Ｏ

水柱センチメートル ｃｍＨ２Ｏ

水柱ミリメートル ｍｍＨ２Ｏ

トル Ｔｏｒｒ

ミリトル ｍＴｏｒｒ

マイクロトル μ Ｔｏｒｒ

血圧の計量 水銀柱ミリメートル ｍｍＨｇ

人若しくは動物が摂取する物の熱量又は人若しくは動物が代謝により消費する熱量の計量 カロリー ｃａｌ

キロカロリー ｋｃａｌ

メガカロリー Ｍｃａｌ

ギガカロリー Ｇｃａｌ

別表第５（第２条関係）

物象の状態の量 計量単位 記号

繊度 キログラム毎メートル ｋｇ／ｍ

デニール Ｄ

テクス ｔｅｘ

比重 重ボーメ度 Ｂｈ

引張強さ パスカル Ｐａ

ニュートン毎平方メートル Ｎ／ｍ２

圧縮強さ パスカル Ｐａ

ニュートン毎平方メートル Ｎ／ｍ２

粒度 メートル ｍ

屈折度 毎メートル ｍ－１

ディオプトリー Ｄｐｔｒ又はＤ

湿度 湿度百分率 ％

セルシウス度又は度 ℃

粒子フルエンス 毎平方メートル ｍ－２

粒子フルエンス率 毎平方メートル毎秒 ｍ－２・ｓ－１

毎平方メートル毎分 ｍ－２・ｍｉｎ－１

エネルギーフルエンス ジュール毎平方メートル Ｊ／ｍ２

ワット秒毎平方メートル Ｗ・ｓ／ｍ２

エネルギーフルエンス率 ジュール毎平方メートル毎秒 Ｊ／（ｍ２・ｓ）

ワット毎平方メートル Ｗ／ｍ２

放射能面密度 ベクレル毎平方メートル Ｂｑ／ｍ２

キュリー毎平方メートル Ｃｉ／ｍ２

放射能濃度 ベクレル毎立方メートル Ｂｑ／ｍ３

ベクレル毎キログラム Ｂｑ／ｋｇ

ベクレル毎グラム Ｂｑ／ｇ

7



ベクレル毎リットル Ｂｑ／ｌ又はＢｑ／Ｌ

キュリー毎立方メートル Ｃｉ／ｍ３

キュリー毎キログラム Ｃｉ／ｋｇ

キュリー毎グラム Ｃｉ／ｇ

キュリー毎リットル Ｃｉ／ｌ又はＣｉ／Ｌ

別表第６（第２条関係）

物象の状態の量 計量単位 記号

長さ ヤード ｙｄ

インチ ｉｎ

フート又はフィート ｆｔ

質量 ポンド ｌｂ

グレーン ｇｒ

オンス ｏｚ

温度 カ氏度 °Ｆ

面積 平方ヤード ｙｄ２

平方インチ ｉｎ２

平方フート又は平方フィート ｆｔ２

平方マイル ｍｉｌｅ２

体積 立方ヤード ｙｄ３

立方インチ ｉｎ３

立方フート又は立方フィート ｆｔ３

米液用オンス ｆｌ　ｏｚ

英液用オンス ｆｌ　ｏｚ

ガロン ｇａｌ

速さ ヤード毎秒 ｙｄ／ｓ

加速度 ヤード毎秒毎秒 ｙｄ／ｓ２

密度 ポンド毎立方フート又はポンド毎立方フィート ｌｂ／ｆｔ３

力 重量ポンド ｌｂｆ

力のモーメント フート重量ポンド又はフィート重量ポンド ｆｔ・ｌｂｆ

圧力 重量ポンド毎平方インチ ｌｂｆ／ｉｎ２

水銀柱インチ ｉｎＨｇ

水柱インチ ｉｎＨ２Ｏ

水柱フート又は水柱フィート ｆｔＨ２Ｏ

応力 重量ポンド毎平方インチ ｌｂｆ／ｉｎ２

仕事 フート重量ポンド又はフィート重量ポンド ｆｔ・ｌｂｆ

熱量 英熱量 Ｂｔｕ

別表第７（第２条関係）

物象の状態の量 計量単位 記号

工率 仏馬力 ＰＳ

別表第８（第４条関係）

波長（ナノメートル） 分光視感効率

３６０ ０．０００００３９

３６５ ０．０００００７０

３７０ ０．００００１２

３７５ ０．００００２２

３８０ ０．００００３９

３８５ ０．００００６４

３９０ ０．０００１２０

３９５ ０．０００２１７

４００ ０．０００３９６

４０５ ０．０００６４０

４１０ ０．００１２１

４１５ ０．００２１８

４２０ ０．００４００

４２５ ０．００７３０

４３０ ０．０１１６０

４３５ ０．０１６８４

４４０ ０．０２３００

４４５ ０．０２９８０

４５０ ０．０３８００

４５５ ０．０４８００
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４６０ ０．０６０００

４６５ ０．０７３９０

４７０ ０．０９０９８

４７５ ０．１１２６

４８０ ０．１３９０

４８５ ０．１６９３

４９０ ０．２０８０

４９５ ０．２５８６

５００ ０．３２３０

５０５ ０．４０７３

５１０ ０．５０３０

５１５ ０．６０８２

５２０ ０．７１００

５２５ ０．７９３２

５３０ ０．８６２０

５３５ ０．９１４９

５４０ ０．９５４０

５４５ ０．９８０３

５５０ ０．９９５０

５５５ １．００００

５６０ ０．９９５０

５６５ ０．９７８６

５７０ ０．９５２０

５７５ ０．９１５４

５８０ ０．８７００

５８５ ０．８１６３

５９０ ０．７５７０

５９５ ０．６９４９

６００ ０．６３１０

６０５ ０．５６６８

６１０ ０．５０３０

６１５ ０．４４１２

６２０ ０．３８１０

６２５ ０．３２１０

６３０ ０．２６５０

６３５ ０．２１７０

６４０ ０．１７５０

６４５ ０．１３８２

６５０ ０．１０７０

６５５ ０．０８１６０

６６０ ０．０６１００

６６５ ０．０４４５８

６７０ ０．０３２００

６７５ ０．０２３２０

６８０ ０．０１７００

６８５ ０．０１１９２

６９０ ０．００８２１

６９５ ０．００５７２

７００ ０．００４１０

７０５ ０．００２９３

７１０ ０．００２０９

７１５ ０．００１４８

７２０ ０．００１０５

７２５ ０．０００７４０

７３０ ０．０００５２０

７３５ ０．０００３６１

７４０ ０．０００２４９

７４５ ０．０００１７２

７５０ ０．０００１２０

７５５ ０．００００８５

７６０ ０．００００６０

７６５ ０．００００４２

７７０ ０．００００３０
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７７５ ０．００００２１

７８０ ０．００００１５

７８５ ０．００００１１

７９０ ０．０００００７５

７９５ ０．０００００５３

８００ ０．０００００３７

８０５ ０．０００００２６

８１０ ０．０００００１８

８１５ ０．０００００１３

８２０ ０．００００００９１

８２５ ０．００００００６４

８３０ ０．００００００４５

備考：該当値がないときには、補間法によって計算する。

別表第９（第５条関係）

水中の線衝突阻止能 線質係数

３．５以下 １

７ ２

２３ ５

５３ １０

１７５以上 ２０

備考１：水中の線衝突阻止能は、荷電粒子が水中を進むとき１マイクロメートルにつき電子との衝突により失う運動エネルギーが、

１キロボルトの電位を電子が移動するときに必要とするエネルギーの何倍に相当するかを表す。

備考２：該当値がないときには、補間法によって計算する。

別表第１０（第６条関係）

周波数（ヘルツ） 補正値

１６ －５６．７

２０ －５０．５

２５ －４４．７

３１．５ －３９．４

４０ －３４．６

５０ －３０．２

６３ －２６．２

８０ －２２．５

１００ －１９．１

１２５ －１６．１

１６０ －１３．４

２００ －１０．９

２５０ －８．６

３１５ －６．６

４００ －４．８

５００ －３．２

６３０ －１．９

８００ －０．８

１０００ ０

１２５０ ＋０．６

１６００ ＋１．０

２０００ ＋１．２

２５００ ＋１．３

３１５０ ＋１．２

４０００ ＋１．０

５０００ ＋０．５

６３００ －０．１

８０００ －１．１

１００００ －２．５

１２５００ －４．３

１６０００ －６．６

２００００ －９．３

備考：該当値がないときには、補間法によって計算する。

別表第１１（第７条関係）

周波数（ヘルツ） 補正値

１ －６

２ －３

４ ０
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６．３ ０

８ －０．９

１６ －６

３１．５ －１２

６３ －１８

８０ －２０

備考：該当値がないときには、補間法によって計算する。

別表第十二（第八条関係）

　 　 　　　 　 　　　

第八条第一号に掲げる計量器 機械装置設計用 　 設計 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

第八条第二号に掲げる計量器 輸出検査用 　 輸検 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

第八条第三号に掲げる計量器 立会検査用 　 立検 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

第八条第四号に掲げる計量器 検量用 　 検量 　

　 　 　 　 　

別表第十三（第十一条関係）

　 　 　　　 　 　　　

第十一条第一項第一号に掲げる計量器 航空用 　 航 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

第十一条第一項第二号に掲げる計量器 自衛隊用 　 武器 　

　 　 　 　 　

11


